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（166）モッチョムシダ（倉田:日本のシロヤマシダ類，1960年）屋久島の南岸にそそり
立っている本富岳の雄姿はまことに印象的だ。姿ばかりでなく，そのシダ植物相もなかな
か魅力的である。川畑政親氏がこの山の中腹でヒロハノコギリシダ近似の本羊歯を採集さ
れたのは，もう10年以前になる1959年7月30日であった。翌年にはさらに好標本と生株を
送って頂き，小石川植物園に栽培した。1961年12月には現地をご案内頂き，以後慎重に研
究することができた。
モッチョムシダはヒロハノコギリシダとニセシロヤマシダとの中間的な形態的特性を示
し，また胞子嚢はよく成熟するが胞子は大小不定形であるから，両種の雑種と考える。し
かし，百瀬氏の前葉体の研究によれば両種とも無配生殖をなすという。葉柄鱗片が黒色で
なく褐紫色であることはヒロハノコギリシダに一致し，ソーラスが小羽片の中肋を離れて
中間生である点はニセシロヤマシダに近似する。他に宮ノ浦（大村敏朗，1956年）と安房
如竹堀（倉田，1961年）などの，屋久産の標本もモッチョムシダである。また薩摩甑島
（川辺恭祐no.4483,1958年）も近似のものであるが，さらに研究を要する。学名は屋
久島のシダを既に10年にわたり研究されている川畑氏に献名した。
（167）サツマクジャク（倉田：日本シダの会会報45号，1960年）1957年に薩摩紫尾山
麓の定ノ段から樋ノ谷へ入った時，同行の守屋忠之君ともども，ミヤマノコギリシダの大
形品に似てはいるが葉身の幅広い奇妙なシダを採集したが，当時は何とも判断できなかっ
た。1959年になって，山中鉄次氏が大口市の荒川内でこれと同一物と思われるものを発見
され，城戸正幸氏とともに多くの好標本を送って下さった。また同年の10月には荒川内の
自生地と，さらに大口市集川内の新産地を山中氏に案内頂き，小石ﾉ||植物園に栽培して研
究することができた。今では大口市内に4個所の群生地が判明し，長く飼う根茎によって
盛んに殖えている。しかし胞子は大小不定形であり，形態的特徴から見てニセコクモウク
ジャクとミヤマノコギリシダとの雑種と考えられる。ただし，北薩地方のミヤマノコギリ
シダはかなり多形であるから，紫尾山・荒川内・集川内の各産地のサツマクジャクはそれ
ぞれ微妙な差違を示している。いずれもニセコクモウクジャクより小形で，葉身の切込み
は浅く，2回羽状全裂程度をなし，小羽片はきよ歯があるだけかあるいは浅裂するにすぎ
ない。ミヤマノコギリシダとは，葉身が卵状三角形で2回羽状に切込み，ソーラスは中間
よりやや辺縁寄りに位置して芋虫状に膨らむから，一見して区別できる。
サツマクジャクはオワセシダに最も近似の形態を示すが，それより小形で葉質が薄く，
ソーラスが辺縁寄りであるから区別は難しくない。オワセシダも胞子嚢が良く熟するが胞
子は不定形で，諸種の特性から見てコクモウクジャク（またはオキナワコクモウクジャ
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